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令和６年２月１０日 

出口自治会会員各位 

出 口 自 治 会 

会長 川添千尋 

来年度からの募金活動について（結果報告） 

平素は自治会の活動にご理解とご協力をいただき誠にありがとうございます。 

昨年１２月に募金活動について回覧したところ、ご多用にもかかわらずご意

見をお寄せいただきましたこと心より感謝いたします。一部反対意見も見受け

られましたので、そのご意見に対する回答および修正案を以下に掲載させてい

ただきます。ご質問や疑問点等ありましたら、組長および地区長へご連絡くださ

い。なお、本年度の決算総会は４月１４日開催予定となっており、承認されれば

来年度より施行される予定です。 

  

反対意見およびそれに近い意見 

・現在募金をしていない家庭からすると、強制で会費を上げて集金する事となるので、

募金を強制するのはおかしいと思います。募金の為の会費は支払いたくありません。 

・上の意見に賛成です。強制的に集められた金銭をはたして募金と言えるのでしょう

か？ 

・募金は個人の意思で判断するべきモノですので会費から支払うことはマズイと思い

ます（＝違法になるかも）。正直、集金は煩わしい、廃止すればいいと思っているひ

とりですが、会費から支払うと個人の自由ではなく強制になることがネックと思い

ます。会費＋募金（任意）＝合計〇〇円として年一回の集金案ではいかがでしょう

か？ 

自治会からの回答および修正案 

・ご意見をお寄せいただき誠にありがとうございます。 

 今回自治会費の値上げと募金への集金活動の廃止とが重なったことで、会費の値上

げ分＝募金という印象を与えてしまいましたが、そもそも自治会費として集金をし

た中から自治会として各募金団体へ寄付を行うことは違法ではありません。しかし

ながら、募金に対する考え方は家庭それぞれであることは確かですので、今回の一連

の変更案に対する修正案として、自治会費として一旦 2000円を集金させていただ

いた上で、後日希望する世帯には 200円分を返金できる制度を設けてはどうかと考

えております。 

・上記のご意見にあるような「会費＋募金＝合計金額」を集金すればいいのではない

か？と思われるかもしれませんが、自治会費を 2000円にするメリットとしては、

釣銭が不要になること、組長や地区長の集金および集計にかかる手間が大幅に削減

されることが第一に挙げられます。また世帯ごとに集金額が異なると管理が一層煩 
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雑になりますので、一律の金額を一斉に集金させていただくことが一番混乱が少な

いのではないかと考えます。5月頃に自治会費の集金がありますので、会計処理も落

ち着いた 7 月頃から 200 円分の返金手続きを個別で行っていただくという流れを

考案中です。一度でも組長を経験された方であればご理解いただけると思いますが、

これらの手間を省くことで今後組長や地区長をされる方のご負担が少しでも減り、

スムーズな運営につながればと思っております。 

 

その他ご意見や質問等 

＜質問①＞ 

 募金額年間１地域で今のご時世で 90万円は少し多いのではないですか？ 

＜①に対する回答＞ 

出口自治会の加入世帯数は約 2300 世帯あり、昨年度の決算額において自治会費

の収入が約 400 万円、募金額の実績が約 90 万円でした。自治会としては、集金

方法を変更してもなるべく昨年までと同等程度の金額を募金したいと考えていま

すが、もし自治会費の２０％を募金に充てると仮定すると約 80万円が充当します。

これを超えない範囲で、他の予算項目と調整しながら年度ごとに決定していく予定

ですので、昨年までの実績と比べると少し減少することになりそうです。また、4

団体ある募金団体へどのような配分で募金するのかについても、今後運営委員会で

決定していきます。 

＜ご意見②＞ 

集金の負担を減らすということであれば、自治会費も前期後期分けずに一括で

2000円でいいのではと思います。 

＜②に対する回答＞ 

書き方がわかりにくく、誤解を招いてしまい申し訳ございません。自治会費は年一

回、一括で 2000円集金させていただく予定です。前期後期制というのは、途中で

転入や転出があったときにどのように取り扱うかを決めるためのものです。 

 

◎最後に・・・ 

今回、ご意見をお寄せいただいた件数は、「賛成です」とお書きくださった方も含め合計

で 10件ほどでした。皆様にはお忙しい中、この件について思案してくださり本当にあり

がとうございました。募金は日頃は目に見えない存在かもしれませんが、例えば災害が起

こったときは赤十字を通じて私たちの寄付金も役立てられています。社会福祉募金は募

金額に応じて、地区の福祉委員会に活動資金として支給されます。これからは、募金活動

がどのような役目を果たしているかについても、周知していきたいと思っています。今後

とも当自治会をよろしくお願い申し上げます。 


